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要 旨 

【緒言】レモンには高い殺菌・抗菌効果がある。そこで、濃縮還元レモンであるポッカレモンとレモン果汁の

効果について比較解析した。 

【方法】ポッカレモン、レモンはスーパーで購入した。細菌は表皮ブドウ球菌と大腸菌を使用した。殺菌抗菌

効果判定には、ディスク拡散法（阻止円形成法）を利用した。 

【結果】表皮ブドウ球菌に対して、ポッカレモンでは15.8±2.59㎜、レモン果汁では13.3±2.05㎜の阻止円が

形成された。大腸菌において、ポッカレモンでは12.3±2.86㎜、レモン果汁では11.3±2.49㎜の阻止円が形成

された。 

【考察】表皮ブドウ球菌に対する阻止円形成では、ポッカレモンはレモン果汁の1.19倍、抗生物質の1.26倍の

殺菌・抗菌効果を示した。大腸菌に対しては、ポッカレモンはレモン果汁の1.09倍の殺菌・抗菌効果を示した。

これらの結果より、ポッカレモンは表皮ブドウ球菌および大腸菌に対し高い殺菌・抗菌効果を示し、災害時の

簡易的な医療処置として使用できると期待できる。 

 

Key Word：レモン、ポッカレモン、殺菌・抗菌効果、災害看護、阻止円形成 

 

Ⅰ．緒 言 

 我々の住む日本は、その地形、地質、気象などの

自然条件から台風や豪雨、土砂災害、地震、津波な

どの多くの自然災害が発生しやすい国土である
1)
。世

界全体に占める日本の災害発生割合は、マグニチュ

ード６以上の地震回数では20.8％、活火山数が7.0％

などと非常に高い。日本の国土面積は世界の0.25％

であることを考えれば、前述の比率がどれほど高い

かは容易にわかるところである。近年では、毎年の

ように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な被害が

発生している。2016年（平成28年）に発生した熊本

地震では、震度６弱以上を観測する地震が７回発生

し、多数の家屋倒壊、土砂災害等により死者64名、

重軽傷者約1,816名の甚大な被害が発生した
2)
。その

他にも、2019年（令和元年）に発生した台風19号の

豪雨で、東日本では死者90名、行方不明者９名、全

半壊棟4,008棟、住宅浸水70,341棟という極めて甚大

な被害が広範囲で発生した
3)
。また、今後起こりうる

大規模災害として南海トラフ巨大地震や首都直下地

震などが挙げられ、対策計画も進んでいる
4)
。このよ

うな緊急災害時には市町村など都市機能の多くが被

災するため、応急・復旧活動等に必要不可欠な交通

網が広範囲にわたり寸断される上、インフラ施設の

損壊及び、電気やガス、水道をはじめとするライフ

ラインへの大きな被害も発生し得る。実際に、2011

年（平成23年）に発生した東日本大震災では被災地

の被害の大きさばかりではなく、災害時の支援物資

の供給体制も大きな課題となっていた
5)
。 
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図１ 実験で使用したポッカレモン（Aは表側、Bは
裏側）とレモン果実（C） 

 

 前述のような大災害時においては、停電や洪水な

どによる医療機関の機能不全が生じたり、土砂崩れ

などにより孤立し、必要な医療機関に行けず、適切

な医療が受けられない状況も容易に想定される。さ

らに、そのような状況下では、けが人や病人も多く

生じ得る。そこで、そのような緊急災害下でも一般

家庭に常時あるような日用食品等を用いて応急処置

が可能となれば、創傷の悪化等を防ぎ、多くの命を

救うことができると考えられる。特に、このような

緊急災害時の状況下では消毒や清潔管理は極めて重

要であり、そのような目的から殺菌・抗菌効果とし

て使用可能な食品等をこれまで検索してきた。これ

までに先行研究として、レモン、カボス、はちみつ、

ブルーベリーなどの殺菌・抗菌効果の検証が解析さ

れてきた
6～9)

。その中でもレモンやカボスなど柑橘類

の殺菌・抗菌効果は顕著であった
6、7)

。 

 レモン（Citrus limon）の原産はインドのアッサム

地方であり、地中海沿岸諸国や新大陸に伝えられ、

特にイタリアでの栽培が盛んとなったと言われてい

る
10)
。冬季に温暖で夏季に降雨の少ない地方がレモ

ンの栽培適地であり、レモンは厳寒期でなければ四

季を通じて開花・結実する。 

 このレモンが日本に伝わったのは1875年（明治８

年）と言われており、瀬戸内を中心に比較的温暖な

土地で栽培されていた
11)
。その後、大正以降になって

和歌山、広島、高知、宮崎などさらに多くの温暖地

で栽培されるようになったと言われている。しかし、

1964年（昭和39年）のレモンの輸入自由化によって

壊滅的な打撃を受け、日本での生産は激減した。2017

年（平成29年）のレモン国内出荷量は6,422トン、輸

入量は49,294トンであり、国内に流通するレモンの

ほとんどが外国産のレモンとなっている
12、13)

。レモ

ンはスィートレモン種を除けば、酸が多く含まれる

ために、生果として食されることはないが、独特の

香気に加え、ビタミンC、ペクチン質なども多いこと

から、肉や魚に絞りかけたり、清涼飲料やパイ、ケ

ーキの香りづけなどに利用され、柑橘類の中ではも

っとも利用価値の高い果実の一つである
11、14～17)

。 

 ポッカレモンはレモンの輸入の自由化がされてい

なかった1957年（昭和32年）当時、ニッカレモン株

式会社の創業者である谷田利景が開発したものであ

る
18)
。谷田は当時の日本においてレモンが高価であ

ったという背景から、「気軽に使えるレモンを」とい

う考えのもと、合成レモンを開発し瓶詰にして発売

した。ポッカレモンは収穫したレモンを搾汁・冷凍

後輸入し、解凍したレモン果汁を濃縮還元したもの

で、製造工程の中ではビタミンCの減少を抑える効

果がある交流高電界殺菌が行われている
19)
。濃縮還

元とは、果実からジュースを搾汁したのち、水分を

除いて濃縮し保管した濃縮原料に、再度水分を加え

 Ⅰ           細菌の塗布方法 Ⅱ            濾紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図２ 細菌の塗布方法 
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元の濃度に還元することである
20)
。 

 本研究では、レモンが常時一般家庭で準備されて

いるとは限らないことから、レモン果汁の代用とし

て、近年消費が増加している上、各家庭で常備され

ていることも多いと言われているポッカレモンに注

目し、災害緊急時におけるレモンの代用としての使

用価値について解析を行った
21-22)

。 

 

Ⅱ．方 法 

１．対象細菌 

 細菌は、本研究室で管理・維持している表皮ブド

ウ 球 菌 （ Staphylococcus epidermidis ） と 大 腸 菌

（Escherichia coli）を使用した。培地は、表皮ブドウ

球菌に対して卵黄加マンニット食塩寒天培地（栄研

化学(株)）、大腸菌に対して普通寒天培地（栄研化学

(株)）を使用した。普通寒天培地はミュラーヒント

ンS粉末寒天培地（栄研化学（株））38gを精製水

1,000mlに溶かし、オートクレーブ後、厚さ４㎜とな

るように10㎝シャーレに分注し固まった後、使用し

た。 

 

２．細菌の希釈 

 リン酸緩衝生理食塩水（PBS）３mlに、表皮ブド

ウ球菌、大腸菌のコロニーを２～３個ずつとり、ボ

ルテックスを使って撹拌後、細菌原液とした。本研

究ではこの細菌原液をPBS ３mlでさらに50倍に希

釈したもの（以後50倍希釈細菌液と呼ぶ）を作成し

ディスク拡散法（阻止円形成）に使用した。 

 

３．試料 

 ポッカレモン（ポッカサッポロフード＆ビバレッ

ジ(株)）及びレモン果実は福岡県内にあるディスカ

ウントストアで購入した（図１Ａ-Ｃ）。以後ポッカ

レモンの濃縮還元果汁のこと略して、ポッカレモン

と呼ぶ。レモン果実については、70％エタノールで

滅菌消毒された包丁とまな板を用い、滅菌消毒され

た使い捨て手袋を使用した上で、レモン果実を半分

に切り（図１Ｃ）、絞ることで生じたレモンの生汁を

滅菌チューブに回収し、使用した。以後レモン生汁

のことをレモン果汁と呼ぶ。 

 

４．阻止円の形成方法・測定方法 

 殺菌・抗菌効果の判定には、ディスク拡散法（阻

止円形成法）を用いた。阻止円形成とは、前述の50

倍希釈細菌液を塗布した卵黄加マンニット食塩寒天

培地と普通寒天培地にポッカレモンやレモン果汁な

ど各試料等をのせ、37度の恒温機で培養し、試料等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 阻止円の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ポッカレモンとレモン果汁による阻止円形成
の比較（表皮ブドウ球菌の場合） 

表１ ポッカレモンによる阻止円の大きさ（表皮ブ
ドウ球菌） 

単位（mm） 

 ポッカレモン レモン果汁 滅菌蒸留水 カナマイシン 

１回目A 15 13 0 11 

１回目B 15 10 - - 

２回目A 20 15 0 14 

２回目B 13 15 - - 

平均値 15.8±2.59 13.3±2.05 0 12.5±1.5 

相対値*1 1.26 1.06 0 1 

*1 相対値＝各阻止円の平均直径（mm）/Kmの阻止円の平均直径（mm） 

A B 

ポッカレモン レモン果汁 

D C 

滅菌蒸留水 カナマイシン 

阻止円 

濾紙 

阻止円の直径 



 

福岡県立大学看護学研究紀要 20， 1-8，2023 

4 

の周囲に細菌が増殖することのない阻止円が形成さ

れるかどうか調べる方法である（図２）
23)
。 

 ポッカレモンの殺菌・抗菌効果を解析するにあた

り、試料を１㎝直径の濾紙に60μl 染み込ませ、卵黄

加マンニット食塩寒天培地と普通寒天培地の中央に

それぞれ置いた。また、レモン果汁との殺菌・抗菌

効果を比較するために、レモン果汁をポッカレモン

と同様に、60μl 濾紙に染み込ませ卵黄加マンニット

食塩寒天培地、普通寒天培地に置いた。対照実験と

しては、負の対照実験として滅菌蒸留水を濾紙に

50μl 浸み込ませ、寒天培地に乗せた。正の対照実験

としては、行為性物質であるカナマイシン（Km）

30μgを浸み込ませたディスク（日本べクトン・ディ

ッキンソン(株)）を寒天培地の中心に乗せた。 

 細菌の培養は37度の恒温機で15～18時間で行い、

阻止円の形成を見た（図３）。阻止円の大きさは、定

規を用いて阻止円の直径を測り、濾紙やカナマイシ

ンのディスクの大きさを差し引いて解析した。 

 

Ⅲ．結 果 

１．表皮ブドウ球菌に対するポッカレモンとレモン

の殺菌・抗菌効果の解析 

 ポッカレモンとレモンの殺菌・抗菌効果を比較解

析するにあたり、ポッカレモンと同様に、新規購入

したレモンを絞ったレモン果汁を使用し解析を行っ

た。ポッカレモンでは平均15.8㎜の阻止円が形成さ

れた（表１、図４Ａ）。また、レモン果汁では平均13.3

㎜の阻止円が形成された（表１、図４Ｂ）。正の対照

実験としてのカナマイシン（Km）では12.5mmの阻止

円が形成され、負の対照実験とした滅菌蒸留水では

阻止円は全く形成されなかった（表１、図４Ｃ-Ｄ）。 

 

２．大腸菌に対するポッカレモンの殺菌・抗菌効果

の解析 

 ポッカレモンとレモンの殺菌・抗菌効果を比較解

析するにあたり、ポッカレモンと同様に、新規購入

したレモンを絞ったレモン果汁を使用し解析を行っ

た。ポッカレモンでは平均12.3㎜の阻止円が形成さ

れた（表２、図５Ａ）。また、レモン果汁では平均11.3

㎜の阻止円が形成された（表２、図５Ｂ）。正の対照

実験としてのカナマイシン（Km）では27.5㎜の阻止

円が形成され、負の対照実験とした滅菌蒸留水では

阻止円は全く形成されなかった（表２、図５Ｃ-Ｄ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考 察 

 先行研究により、レモン果汁は緊急災害時の応急

処置の殺菌・抗菌として利用可能なことが明らかと

なっている
6)
。しかし、レモンは必ずしも一般家庭で

常時準備されているとは言い難い。そこで、本研究

では多くの家庭の冷蔵庫に常備されていることの多

いポッカレモンが、レモン果汁の代用として使用可

能であるかを検証するために、ポッカレモンの殺菌・

抗菌効果の解析を行った。その際、レモン果汁をポ

ッカレモンと同条件で解析し、殺菌・抗菌効果の比

較を行った。 

 

１．表皮ブドウ球菌に対するポッカレモンの殺菌・

抗菌効果 

 ディスク拡散法を用いてポッカレモンの殺菌・抗

菌効果を表皮ブドウ球菌で解析したところ、ポッカ

レモンでは平均15.8㎜の阻止円が形成され、ポッカ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ポッカレモンとレモン果汁による阻止円形成
の比較（大腸菌の場合） 

表２ ポッカレモンによる阻止円の大きさ（大腸菌） 

単位（mm） 

 ポッカレモン レモン果汁 滅菌蒸留水 カナマイシン 

１回目A 13 7 0 29 

１回目B 8 12 - - 

２回目A 12 13 0 26 

２回目B 16 13 - - 

平均値 12.3±2.86 11.3±2.49 0 27.5±1.5 

相対値*1 0.45 0.41 0 1 

*1 相対値＝各阻止円の平均直径（mm)/Kmの阻止円の平均直径（mm) 

A B 

ポッカレモン レモン果汁 

D C 

滅菌蒸留水 カナマイシン 
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レモンは表皮ブドウ球菌に対して高い殺菌・抗菌効

果を示すことが明らかになった（表１、図４Ａ）。ま

た、ポッカレモンとの比較として解析を行ったレモ

ン果汁では平均13.3㎜の阻止円が形成された（表１、

図４Ｂ）。したがって、ポッカレモンはレモン果汁の

1.19倍の阻止円を形成したことから、ポッカレモン

の表皮ブドウ球菌に対する殺菌・抗菌効果はレモン

果汁のそれと同等以上に高いことが明らかとなった

（表１、図４Ａ-Ｂ）。そこで、ポッカレモンの殺菌・

抗菌効果の強さをさらに解析するため、抗生物質で

あるカナマイシン（Km）の阻止円の大きさと比較し

た。抗生物質であるカナマイシン（Km）の阻止円の

大きさを１として、ポッカレモンの阻止円の大きさ

と比較した（表１、図６）。その結果、ポッカレモン

はKmの1.26倍の大きさの阻止円を形成することか

ら、非常に高い殺菌・抗菌効果があることがわかっ

た。これらの結果から、ポッカレモンは表皮ブドウ

球菌に対し、レモンや抗生物質と同等以上の高い殺

菌・抗菌効果があり、災害緊急時の応急処置として

使用できる可能性が高いと思われる。 

 先行研究では、レモンやカボスなどの柑橘類が有

する殺菌・抗菌効果はクエン酸やビタミンCの一種

であるアスコルビン酸によるものであると推測され

ている
6、24～26)

。ポッカレモンはレモン果汁を濃縮還元

して製造されたものであることから、この殺菌・抗

菌効果は、クエン酸およびビタミンCによるもので

あると推測できる。ポッカレモン瓶の表面に示され

ている成分表示によると、ポッカレモン15mlあたり、

クエン酸は950㎎、ビタミンCは４㎎が含まれている。

一方で、レモン果汁100gでは一般的にクエン酸6.5g、

ビタミンCは50㎎含まれていると言われている
27)
。そ

こで果汁１mlを１gとして換算すると、ポッカレモ

ンには100mlあたり、クエン酸は6.3g、ビタミンCは

26.7㎎が含まれている。つまり、ポッカレモンでは

レモン果汁と比較してビタミンCの量は約1/2であ

ったものの、クエン酸量はほとんど変わらないとい

うことから、本実験で得られたポッカレモンの殺菌・

抗菌効果は主にクエン酸やビタミンCによるもので

あると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、本研究室による未発表のデータでは、レモ

ンのクエン酸量と同等のクエン酸水溶液を作成して

実験を行った
6)
。その結果、レモン果汁とクエン酸溶

液は同程度の殺菌・抗菌効果を示し、レモン果汁の

殺菌・抗菌効果はほぼクエン酸によるものと結論付

けている。したがって、ポッカレモンとレモンのク

エン酸量はほぼ一致するため、ポッカレモンにおけ

る殺菌・抗菌効果も、クエン酸によるものである可

能性が高いと思われる。しかし、ビタミンCの量が少

なかったポッカレモンの阻止円がレモン果汁よりも

1.19倍と多少大きくなった点において、ポッカレモ

ンに添加物が含まれている可能性があり、その成分

によって殺菌・抗菌効果が示された可能性があるこ

とも考えられる。そのため、今後ポッカレモンに含

まれる添加物について調査を行い、殺菌・抗菌効果

に及ぼす影響についてさらに解析していく必要があ

る。 

 また、ポッカレモンはビタミンCの酸化速度が非

常に早く、先行研究では開封後にキャップを閉めた

状態のビタミンCの減少は、室温保管では11日で

90％減少、冷蔵保管では50％減少したことが明らか

となっている
28)
。実際にポッカレモンの商品ラベル

には開栓後１～２週を目安に使用するように記載さ

れている。今回の実験では、第１回目の実験開始時

にポッカレモンを開封後、冷蔵保管し、第２回目の

実験を15日後に実施した。その結果、表皮ブドウ球

菌と大腸菌に対するポッカレモンの阻止円の大きさ

に変化はみられなかった。この結果からも、ポッカ

レモンの殺菌・抗菌効果はビタミンCではなく、クエ

ン酸によるものである可能性は高いと思われる。し

かし、15日以上の保管や常温での保管など、保管期
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図６ ポッカレモン及びレモン果汁とカナマイシ
ンとの阻止円の大きさの相対値 
（表皮ブドウ球菌の場合） 
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間・方法によって殺菌・抗菌効果に差が生じる可能

性が考えられるため、今後もさらに検討していく必

要はある。また、ポッカレモンは製造過程で濃縮還

元・冷凍されており、その過程で成分への影響があ

ることも予測される。しかしながら、本研究では、

ポッカレモンとレモン果汁の殺菌・抗菌効果は同等

以上であったことから、濃縮還元や冷凍による成分

への影響はないと考えられる。 

 

２．大腸菌に対するポッカレモンの殺菌・抗菌効果 

 ディスク拡散法を用いてポッカレモンの殺菌・抗

菌効果を大腸菌を用いて解析したところ、ポッカレ

モンでは平均12.3㎜の阻止円が形成された（表２、

図５Ａ）。この結果から、ポッカレモンは大腸菌に対

しても高い殺菌・抗菌効果を示すことが明らかとな

った。また、ポッカレモンとの比較として解析を行

ったレモン果汁では平均11.3㎜の阻止円が形成され

た（表２、図５Ｂ）。ポッカレモンがレモン果汁の1.09

倍の阻止円を形成したことから、大腸菌に対する殺

菌・抗菌効果はレモン果汁のそれと同等以上に高い

といえる（表２、図５Ａ-Ｂ）。そこで、ポッカレモ

ンの殺菌・抗菌効果の強さをさらに解析するため、

カナマイシン（Km）の阻止円の大きさを１として、

ポッカレモンの阻止円の大きさを比較した（表２、

図７）。その結果、ポッカレモンの阻止円はKmの

0.45倍であり、大腸菌に対するポッカレモンの殺菌・

抗菌効果は抗生物質のKmの50％程度の殺菌・抗菌

効果を示すことが明らかとなった。本研究では、ポ

ッカレモンの阻止円の大きさはKmと比較すると小

さいものであったが、抗生物質であるKm30㎍の

0.45倍の阻止円を形成したことは、十分な殺菌・抗

菌効果を示していると考えられる。以上の結果から、

大腸菌に対するポッカレモンの殺菌・抗菌効果は、

災害緊急時の応急処置として使用できると考えられ

る。 

 また、レモン果汁では絞ってから使用する必要が

あり手間がかかることに加え、レモン１個あたりの

レモン果汁は一般的に30mlと少ない
29)
。一方でポッ

カレモンでは開封後そのまま使用できるだけでなく、

非常に安価で、家庭用のものでは定価で70ml入りの

ものが165円であり、120ml入りで235円、300ml入り

で506円、450ml入りは550円で販売されている
30）
。本

研究で使用したレモンはディスカウントストアでも

１個99円（30ml/個）であり、レモン果汁が約２個分

に相当する70ml入りポッカレモン（165円）の価格と

比較してみても、ポッカレモンのほうが安価である。

したがって、ポッカレモンは安価にかつ容易にレモ

ン果汁の代替品となり得ると考えられる。 

 

３．ポッカレモンの殺菌・抗菌効果の医療への応用 

 これまでの結果及び考察から、ポッカレモンは表

皮ブドウ球菌や大腸菌に対して生のレモン果汁より

も殺菌・抗菌効果が高く、表皮ブドウ球菌に対して

は抗生物質であるKmよりも高い殺菌・抗菌効果を

示すことが明らかとなった。その強さは、表皮ブド

ウ球菌に対する殺菌・抗菌効果では、レモン果汁の

1.19倍、Kmの1.26倍であった（表１、図５Ａ-Ｂ）。

さらに、大腸菌に対する殺菌・抗菌効果はレモン果

汁の1.09倍、Kmの0.45倍（表２、図６Ａ-Ｂ）であ

った。このことから、災害が発生した緊急時におい

て、ポッカレモンを消毒したい部位に塗布すること

で、エタノールの代用としての消毒ができ、創部等

の感染を防ぐことができるため、簡易的な応急処置

として有効であると考えられる。今後は、70％エタ

ノールによる塗擦消毒と、ポッカレモンによる塗擦

消毒の殺菌抗菌効果を比較し、実用化に向けたポッ

カレモンの有効性について解析を進める予定である。 

 また、土砂災害発生時においては泥水の誤飲をす

る状況も予測される。そのような状況において、ポ

ッカレモンをそのままもしくは希釈後飲用すること

により、口腔内や食道の洗浄や消毒効果も期待でき

るのではないだろうか。さらに、飲用することで上

気道感染の予防にもなると考えられる。しかし、ポ

ッカレモンは原液で飲用するには酸味が強いため、

希釈濃度とその殺菌・抗菌効果を70％エタノールな
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図７ ポッカレモン及びレモン果汁とカナマイシ
ンとの阻止円の大きさの相対値 
（大腸菌の場合） 
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どと比較し、殺菌・抗菌効果の有効性をさらに解析

する必要もあり、実用化に向けて今後さらに解析を

進める予定である。 

 大規模災害発生時では、避難所や孤立した自宅で

はアルコール消毒液等が不足し、衛生環境が悪化す

る状況も予想される。ポッカレモンは瓶詰にして販

売されており保存が比較的容易であるため、感染対

策として避難所での簡易的な除菌剤として代用でき

る可能性があると考えられる。他にも、医療用物資

が不足した際、注射針刺入などの医療行為における

塗擦消毒に、実際にポッカレモンが70％エタノール

の代用として使用できる可能性があるかどうかをさ

らに検証していく予定であり、ポッカレモンと70％

エタノールの殺菌・抗菌効果の詳細な比較もさらに

解析していく予定である。 

 

Ⅴ．結 論 

 本研究では、表皮ブドウ球菌と大腸菌に対するポ

ッカレモンの殺菌・抗菌効果について、レモン果汁

と比較しながら解析を行った。その結果、ポッカレ

モンは表皮ブドウ球菌および大腸菌に対して高い殺

菌・抗菌効果を示して、その効果はレモンと同等以

上であった。さらに、抗生物質であるカナマイシン

（Km）30㎍と比較しても表皮ブドウ球菌では1.26

倍、大腸菌では0.45倍の殺菌・抗菌効果を示すこと

が明らかとなった。この結果から、ポッカレモンは

レモンの代用として、災害時の簡易的な殺菌抗菌の

処置方法として使用できると期待している。 
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